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1.研 究 目的 ・内容

放流や幼魚教からの逸失によって野生化し,在 来のメダカの遺伝的撹乱を引き起こしている飼育

品種のヒメダカの実態を解明するため,簡 易に検出する遺伝学的手法の開発 と,そ れ を用いた集

団遺伝解析お よび,ヒ メダカが野生化に存在する場合の生物学的影響について検討した.

2.研 究経過 及び成果

本研 究で は,目 的 にあげた3項 目に対応す る内容 を,そ れ ぞれ 以下の方法で実施 した.

1.ヒ メ ダカ のDNAを 特定 す るた めのDNAマ ーカー作成

ヒメダカ(愛 知県弥 富市や奈 良県大和郡 山市,熊 本県玉名市 な どの代表 的な産地や,各 地で市

場 に流通 してい るもの)と 日本各 地の地域集 団(遺 伝 的分 化 した10の 地域集 団の存在が知 られて

いる.)の 野 生メダカ を入手 し,こ れ らにっ いて核DNA上 の複数 の領域 をPCR増 幅後 ,塩 基配

列 を比較 して,ヒ メダカ に固有 なDNA配 列 を探索 した.ヒ メダカ に固有 で,ヒ メダカの表現系 と

関聯 したDNA配 列 を簡易 に検 出す るためのDNAマ ーカーを作製 した.

2.野 生集 団における ヒメダカDNAの 混 入調 査

大規模 な ヒメダカの養殖場 があ り,野 生 下で ヒメダカが 目撃 され てい る奈良県下の大和川水系 か

らメダカ を採取 し.こ れ らにっいて,上 記DNAマ ーカー による遺伝学的調査 を実施 し,ヒ メダカ

の遺伝 子が野生 メダカ集 団 に どの程度浸透 しているかを調 べた.

3.ヒ メ ダカ と野生型 メ ダカ の配偶者選択性,同 類認識や天 敵に よる捕食圧 の違いの検証

飼育 実験 によ り,ヒ メダカ と野生型 メ ダカ が混在す る状況 に置 ける相互 関係(配 偶者選択 性,

同類認識)や 両者 に対す る捕 食圧 を比較 した.

<実 験1>配 偶者 選択実験 ヒメダカ(黄 色個体)が メダカ(野 生型個体)に 配偶者 として選

択 され るのか を検証す るた め,雌 雄 それぞれ の組 合せで,メ ダカ とヒメダカを混成 させ,メ ダカ

が どち らを配偶者 として選択 す るのか を比較 した.

〈実験2>同 類認識 の実験 メダカは仲 間通 しで群れ行動 を とる ことが知 られ ている.ヒ メダ

カが メダカに同類 と認識 され ているかを検証 す るため,メ ダカ とヒメダカ を混成 させ,同 一の群

れない に両者 が完全 に同類 と して存在 してい るのか を,ビ デオ撮影解 析に よ り確認 した.

<実 験3>捕 食者選択 実験 ヒメダカ の体色 は,野 生化で は 目立っ ため,捕 食者 か らの淘汰圧

が高い こ とが考 え られ る.そ こで,メ ダカ とヒメダカ を混成 させ,捕 食者(肉 食性淡水魚)に 捕

食 させ,選 択 圧の差 を調べた.
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3.本 研究 と関連 した今後の研究計画

本研究 に よって得 られたDNAマ ーカー を用いた調査 によって,ヒ メ ダカ による野生メダカの

遺伝 的撹 乱の実態調査 を全 国規模 で実施す る.

各地 で保存 されてい る,各 地域 固有 の系統 につい て,DNAマ ーカー を用 いた調査 に よってその

純粋性 を検討 する.

4.成 果 の発 表等

発 表 機 関 名 種 類(著 書 ・雑誌 口頭) 発表年月 日(予定を含む)

魚類学雑誌 学術論文 2011年4月25日

魚類学雑誌 学術論文 2011年10月25日(予 定)

日本生態学会年会(札 幌) ポスター発表 2011年3月9日




